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09 教育費
07 同和教育費
01 同和教育総務費

生涯学習人権推進課（人権）

作　成　者：上井　明彦（簡略番号 ）
平成22年度 001 一般会計

当初予算
30000000

016931
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00

町同和教育推進協議会事業

前 年 度

0

2,7000000

2,7002,7002,4252,845

前 年 度
現計予算当初予算

歳出予算事業概要書

県支出金

19 2,700負担金補助及び交付

款
項
目

所属課ｺｰﾄﾞ
所属課名
内線番号

大事業
中事業
小事業
細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源
実
施
計
画

財源内訳

部
章
節
細 節

要求額
各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別
性質 別

６．財源の説明

広報部会、地域部会を設け、部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消に向け、研修会
・懇談会等を開催します。

【今年度の事業内容】継続事業

り、暮らしの中にある課題に目を向けた学習、啓発が必要です。
の問題を正しく理解し、認識を深めるため、行政、学校、家庭、地域社会が密接連携を図
　町民一人ひとりの人権が尊重される町づくりをめざし、同和問題をはじめあらゆる差別
【事業の必要性】

　町同和教育推進協議会に社会部会、事業所部会、保育部会、学校部会、行政部会、調査
【事業の概要】

【第1総合計画】次代を担う心豊な人が育つ、湯梨浜町あらゆる差別をなくする総合計画

ことが期待できます。
　自らの問題として学習していくことにより、会員の家族、地域住民を巻き込んでいける
ることができるようになります。
　各部会を設けることにより、自らを取り巻く状況の中で自分の事として同和問題を考え
【効果】
　全体事業：同和教育推進大会　企画・運営
　各部会における会員研修、情報資料収集、部落問題懇談会の企画・運営

湯梨浜町部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする条例

【一般財源】2,700千円

会計 001 一般会計 09款 07項 01目 13600000事業 1頁


